
サポートブック(part２) 令和【　　　】年度

（前年度からの追加事項のみ記載で可）

本人や家族を支援してくれる人・場所など

①家族

　その他

※祖父母、近所の方、習い事の先生など

② 福祉サービス利用 ■放課後等デイサービス

□保育所等訪問支援

□その他

□利用なし

（気づいたこと、懇談会等で支援者と話す中で成長を感じたこと、頑張りたいと思うことなど自由に書き留めておきましょう。）

③その他の支援機関・支援者【　〇〇相談員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

保護者メモ

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

（碧南小）学校（ ５ ）年　　氏名（　碧南　太郎　）記入者（　母　）

本人の思い

生育歴

親御さんの思い

受診・検査等の記録

恐竜がすき。もっといろんなことを調べて、博士にな

りたい。先生や友だちにも恐竜のこととか教えてあげ

たい。

未熟児で生まれて体も弱く、心配していたけど、今は

元気に過ごしてくれることが嬉しい。

興味があることにはとことん集中できるので、好きな

ことや自信をもって出来ることを

増やしてあげられたらいいな

・34週０日　1850ｇで出生。

・3歳児健診で言葉の遅れを指摘された

・3歳から〇〇保育園入園。加配保育士対応あり

R〇.3月に□□病院で発達検査を受ける予定

（前回は3年前に実施）

【父、母、姉（中１）本人と仲がいい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

【〇〇市に住む祖母（土日に遊びに行くこともある）　　　　　　　　　　　　】

【　△△事業所　　　　　　　　　　　　】

7/1 国語のノートにぐちゃぐちゃ

と書きなぐってあるのを見つけた。

本人に聞くと「早く書けなくて悔

しい」と泣く。頑張ろうとする気

持ちは成長と思う反面、何かいい

方法はないのかな。

→7/20 懇談会で先生と相談。

12/5懇談会。積極的にクラスのか

かり活動をしてくれるので、他の

子にもいい刺激になっているとほ

めてもらった。毎朝張り切って学

校に行くのは自分の役割に自信が

持てたからかな。成長が嬉しい。

来年も本人が取り組みやすい役割

を持たせてもらえるといいかな。

2/5 ほっとまんまカフェでピアサ

ポーターの方から中学進学時のア

ドバイスをもらった。まだ先と

思っていたけど、あと１年で卒業。

少しずつ本人と一緒に準備ができ

るように情報を集めていきたい。



ぼく・わたし （ ）には

こんな特徴があります
好きなこと・物・人は

算数（計算）、恐竜、

〇〇先生、△△君

生活面
□身辺自立（トイレ・着替え・食事・その他 ） ■行動

□睡眠 □こだわり（

■対人・コミュニケーション面

□感覚（視覚、音、におい、触感、汚れが気になる、人込みが苦手、その他）

□その他（ ）

・次にやることが分からないと不安になることがある。行事の前は少し緊張す

る。流れが分かっていれば落ち着いて取り組める。

・友達の反応を気にせずに、自分がいいと思うことを一方的に話したりするこ

とがある。「いやだ」と言われれば辞めることは出来るし、謝ることも出来ま

す。

学習面
■理解面 □多動（離席） □集中時間（ 分くらい）

■読み・書き □計算 ■宿題

□その他（ ）

・板書するのが苦手。時間がかかるのと、話を聞きながら書くなど同時に２つ

のことは難しい。頑張る気持ちは人一倍あるので出来ないことが悔しい

・新しいことを覚えるのは時間がかかる。繰り返すことで出来るようになること

が多い。数字は好きで計算も得意。

・音読と漢字の宿題は取り掛かりにも時間がかかる。

その他（あれば自由に）

こうすると出来ることが増えます

（こんなことが出来るようになりまし

た）

・予定の変更は丁寧に伝えてもらう。説明

が納得できれば対応できます。

・係の仕事（配達係）をやることで自信が

ついた。「何かありますか」と先生に聞く

ことができるようになり、具体的に伝えて

もらうと積極的に取り組める。

こうすると出来ることが増えます

（こんなことが出来るようになりまし

た）

板書は先生が「ここが大事」と言われたと

ころや赤字で書いた所だけノートに書くこ

とにしてみた。

本人も先生の説明に集中しやすいので楽に

なった様子。

こうすると出来ることが増えます

（こんなことが出来るようになりまし

た）今自宅で取り組んでいること、親御さんの心配

事、上のどの項目にも当てはまらないが、支援

者に伝えておきたいこと等を自由に書いておき

ましょう。

成長記録として、出来るよ

うになったことを追加して

書いておくといいです。


